
地域重要資源の有効利用方式開発に関する研究
(2) カタクチイワシ資源調査

吉岡武志・大村浩一

筑前海では，カタクチイワシ漁獲茄の約90％をあぐり

網漁業によって漁獲している。あぐり網漁業は．冬期に

福岡湾や唐津湾等の内湾域で操業され，漁獲物のほとん

どを「いりこ」に加工して出荷している。この漁業は，

ごち網漁業者が冬期の漁閑期を利用して操業する地域が
多く，漁獲開始時期等の情報を求める声が大きい。そこ
で，カタクチイワシ行源を有効に利用するため，漁業実

態や生態特性を把握し，査源動向の評価に必要な基礎脊
料の収択を目的とする調査を行った。

方 法

カタクチイワシの漁獲紐はあぐり網漁獲脊料の整って
いる福岡市漁協唐泊支所のft料を用いた。

本種の漁況に影聘を与える海洋環境要因の 1つとして，

本種がふ化して間もない仔魚期(10~11月）の水温が考
えられており，1 それによる漁況予測の有効性が示唆さ
れている。2 . 3) また，本漁業の漁獲対象となる群は8月
中旬～10月上旬にふ化したものと推定されておりその

時期の対馬東水道域における産卵餓が筑前海域の漁獲祉
に大きく影響することが知られている訂毎月実施して

いる沿岸定線調査の水温 5. 6および卵仔魚採梨結果を使

用し，今期の漁況予測を検討した。

結果および考察

1.漁況状況
平成8年度の漁獲秘は147トンで，前・平年の0.2倍と

なり，昭和61年以来の不漁となった（図1)。これにと
もない， 1日］統あたりの漁獲罹も前·平年を下回った

（図2)。
このように不漁となった原因として，稚仔魚期におけ

る減耗が考えられる。そのため，稚仔魚期の海洋環境と
産卵の状況をみてみる。まず，秋季水温と漁獲砒との関
係（昭和44～平成8年度）を図3に示す。漁獲屈は図3
の円内にみられるように，10月の水温が21.5-23.0℃で，

11月の水温が19.5-21.0℃と，比較的低水温 で水温変化

が緩やかな年に翡漁となる傾向にある。本年度の10月の
水温は23.2℃で，11月の水温は19.5℃と，円内から外れ
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資源管理等沿岸漁業新技術開発事業

吉岡 武志·消田 弘之 ・内田 秀和•吉田 幹英

筑前海における小型底びき網漁業の平成6年の漁獲批

と漁獲金額は994トンと10.7億円で， それぞれ筑前海沿

岸漁船漁業全体の 4 ％と 9 ％を占める重．要な漁業となっ

ている。＇）本漁業の主要対象漁獲物はエ ビ類であるが．

それ以外にマダイの幼魚が多数混獲されている。2 :ft源

の有効利用の ため． 全長13cm未滴のマダイ幼魚につい

ては再放流が行なわれているが． その作業には労力と時

間を必要とする。 本事業ではその労力を軽減するために．

小型エビ類の漁獲を減少させずにマダイ幼魚の況獲を防

止する小型底びき網の漁具・漁法の開発を行い， 漁業者

ヘ普及させることを目的とした。

平成7年度の調査では． 改良網の検討基磋となる漁業

の実態と現行漁具の特性把握を主目的として調査を実施

した。 また． マダイ幼魚と エ ビ類の網内における移動経

路を把握した。 平成8年度には漁具の改良試験を行った。

方 法

調査では前年度の調査結果（マダイ幼魚は網内の上層

を， エ ピ類は下層を移動すると推察（図1中の矢印））

を踏まえ， どの網部位から最もマダイ幼魚が網外へ逃避

するのかを． 網天井部分を粗目(4節角目） にすること

によって調査した。

調査海域には前年度と同様に， マダイ幼魚の生育場で

あり， 小型底びき網によるマダイ幼魚の混獲が多い， 福

岡県粕屋郡新宮町沖の水深15~30mの 海域を選定した

（図2)。

調査漁具には前年度と同じく， 調査海域で操業する新

宮相島漁協の漁具を使用した。 マダイ幼魚とエピ類の網

外脱出部位を調べるため． 漁具の天井網部分を角目4節

に換え， その上部にカバー網を取り付けたものを使用し

た（図1)。 調査では曳網試験ごとに， 図1中の1 ~ 6

カエシ

キマノ：イビ］ここ／□□□□□□:- ゴこ

／ ＼ 
沈子 グランド0 ー プ

図1 マダイ幼魚とキシエピの推定通過部位

および角目4節網地取り付け位閻
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番のいずれか 1ケ所を角目4節に張り替え， マダイ幼魚

とエピ類の網外への脱出状況（カバー網への入網状況 ）

をみた。 曳網試験では以下に示す条件で行った。 なお，

実施状況は表1のとおりである。

表1

図2

心f,o·

0 ,h 

” 

調査海域

調査 日時および網の条件

調査月日 曳網時刻（曳網時間（分））
角目にした網部位

（数字は図lと対応）

7月24日

7月31日

8月 5 日

9月11日

9月12日

9月26日

19:40-20:40 (60) 

21 : 10-22 : 10 (60) 

23 : 02~23 : 42 (40) 

15 : 39-16: 57 (59) ● I, 峯 3

17: 58-19: 02 (64) 

19 : 31 ~20: 36 (65) 

16 : 04-16: 54 (50) 峯 I

19 : 20~20 : 20 (60) 濠 9

2] : 02~21 : 55 (53)● 3 

18: 44-19: 46 (62)

20: 54~2] : 55 (61)

23 : 00~00 : 00 (60)

19 : 00-20: 00 (60)

21: 03-22: 03 (60)

18: 41~19: 43 (62)

20:41~21 :42 (61)

l

l

l

l

l

l

l

l
l

3

4

5

5

6

2

3
 

※1 昼曳きの調査
※2 角目4節網地ヘライトを照射した調査
※3 16 : 08~ 16 : 27の間は曳網を中断

(※1 ~ 3以外は通常の夜曳き調査）
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我が国周辺漁業資源調査委託事業
(1) 資源状況・卵稚仔調査（アジ， サバ， イワシ類）

吉岡 武志•吉田 幹英・大村 浩一

200海里漁業水域の設定に伴い． 全国的規模で漁業賽

源調査を実施している。 本調査は． この一 環として筑前

海域における重要浮魚脊源の漁獲状況 および生物特性を

把握し．；釦原豊度の評価や適正利用を行うために必要な

基礎賓料の収集を目的とする。

方 法

1. 資源状況詞査

筑前 海域における重要浮魚査源のアジ． サバ． イワシ

類を対象に． 主幹漁業であるまき網漁業の漁獲批調究．

標本船調査 および魚体測定を実施した。 また． 束シナ海

での漁業情報 I I. 21. 3 I も含め． 脊源動向 および生物特性

を検討した。

2. 卵稚仔調査

図1に示した対馬東水道の1~ 5 の定点において毎月
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図1 観測点位笛

卵稚仔採集調査を行った。 また， 平成7年3~6月およ

び 11月においては6 ~15の定点においても卵稚仔採集調

査を実施した。 これ と併せて九州山口各県の調査結果 3

を参考に， 亜要浮魚類の発生状況を検討した。

結果および考察

1. 資源状況調査

まき網漁業における， 主要浮魚3魚種の漁獲最を表に

示す 。

表 まき網漁業による魚種別漁獲乱（トン）

年 アジ類 サバ類 イワシ類

S 52 766 569 461 
53 229 461 730 
54 564 348 445 
55 727 551 187 
56 1,631 553 754 
57 1,246 929 l,191 
58 1,387 1,401 937 
59 516 729 723 
60 2.039 768 1.006 
61 881 1,081 763 
62 2,449 1,643 1,053 
63 1,845 1,385 2,212 

HI 937 1,821 2,041 
2 3,000 720 1,753 
3 4,225 465 1,211 
4 2,867 900 605 
5 3,564 3,599 734 
6 7,248 2,499 1,049 
7 3,559 1,548 185 
8 5,361 1,701 165 

アジ類： 8年度の漁獲祉は5,36 1トンで， 好漁であっ

た6 年度に次ぐ漁獲絨となった。 5年度以降は 3,000ト

ンを上回る 漁 が続いて おり， 査源盟度は高い水準で保た

れていると考えられる。 漁獲物組成をみると， 7年度 と

同様に1歳魚が大部分を占めた。

一方． 沖合域で操業 する大中型まき網漁業の漁獲最も

沿岸域 と同様に， 前年 を上回った。 漁場は束シナ海南部

～対馬沖にかけて形成され， 1 ~ 2歳魚主体で経過した。

脊源水準は昭和56年以降増加傾向にあると考えられる。

サバ類：平成 5年に3, 599 トンの好漁を呈した後はや

や減少傾向にあり． 8年の漁獲乱は1,7 01トン となった。

し か し． 5年度以降の漁獲乱は 1,000トン以上で， 0~ 
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我が国周辺漁業資源調査委託事業
(2) 資源状況調査（ケンサキイカ， ヒラメ， マダイ）

濱田 弘之・内田 秀和

国連海洋法の発効に伴い．

およびTAC（総漁獲可能餞）

方

ABC（生物的漁獲可能批）

の推定を義務づけられる

魚種がそれぞれ選定された。 ケンサキイカ， ヒラメ， マ

ダイは西日本における主要魚種としてABCの推定 が行

われる。 これに伴い． 本県でも沢源解析に必要となる漁

獲砿． 漁獲尾数の推定を行った。

法

1. 1996年の漁獲量推定

国が定めたABC推定の作業手顛に添う た め，

ような迅速な漁獲最推定手法を実施した。 まず， 主要な

9 ~ 1 2漁協の仕切習デー タを収集し， 標記3種について

1996年の月別漁獲砒(D)を集計した。 一方， 1993年の

牒林水産統計から前述の主要漁協の漁獲絨(A)が筑前

海全体の漁獲屈(B)に占める割合(C = A/ B)を算
出した。1996年の主要漁協の漁獲餓をこの割合で割るこ

とによって， 1996年の筑前海全体の漁獲批(D/C)を

算出した。 さらに， この値に主要漁協分の漁獲龍から多乍

出した 月別漁獲割合（年間を1 とした場合の各月の漁獲

批の割合）をかけることによって1996年の筑前海全体の

月別漁獲批を推定した。

以下の

2. i魚獲統計の整理

標記3種について1986~199 5年の漁業種類別月別漁獲

祉を整理し， 1996年の推定値と併せて 最近11カ年の漁獲

醤としてまとめた。

3. 年齢別漁獲尾数の算出

ヒラメ， マダイについて， 最近11カ年の漁業種類別月

別漁獲餓と既往の漁業種類別月別年齢組成 1) か ら筑前海

における最近11カ年の年齢別漁獲尾数を符出した。

結果と考察

1. 1996年の漁獲量推定

ケンサキイカ：1996年の筑前海全体の漁獲椛は1, 102

トンと推定され（表1)， 最近11 年間で最も漁獲絨が少

ない。 漁獲批推定の基とした11 漁協の漁獲拭が全体に占
める割合(C)は61.8％であった。 漁業種類別ではいか
釣， 2そうごち網が大半を占めた。月別にみると（表2),

7月に432トンと年間漁獲祉の約4 割が漁獲され， 6~

8 月で実に年間漁獲屈の6 割が漁獲されている。 すなわ

ち， 6~8月以外の月は非常に漁獲が少なく深刻な不漁

状態であった。 このような傾向は釣， 2そうごちの双方

に認められた。 このように1996年は非常に特異な漁獲傾

表1 福岡県におけるケンサキイカ漁獲批の推定方法

（単位：kg)

1993年
11漁協合計

A 

1993年
筑前海合計

B 

11漁協の
占める割合
A/B=C 

1996年
l]漁協計

D

1996年
筑前海推定値

DIC 

小
ま
敷
刺
い
そ
そ
小
1
2

型 底
き

び き

か
の 他 の

の 他 の 延
型 定 骰

そ う ご ち
そ う ご ち

網
網
網
網
釣
釣
縄
網
網
網

520 
65,370 
29,860 

343 
468,431 

2,551 
゜

14,440 
1,455 

204,334 

6,000 
72,000 
25,000 
3,000 

871,000 
12,000 

゜

71.000 
4,000 

210,000 

0.087 
0.908 
1.194 
0.114 
0.538 
0.213 

0.203 
0.364 
0.973 

700 
25,235 
32,045 

170 
254,658 

2,364 
゜

3,332 
712 

491,790 

8,077 
57,509 
26,829 

1,487 
473,511 
11,120 

゜

16,383 
1,957 

505,427 

合 計 787,304 1.271,000 0.618 650,416 1,102,301 
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海洋牧場新技術導入事業
(1) 天然魚の蜻集調査，人工種苗の滞留調査

激田 弘之 ・ 内田 秀和 ・ 大村 浩一 •吉田 幹英•吉岡 武志・ ニ島 賢二

表1 調査項目，方法と実施年度本研究所では， マダイ査源の同復を目的として， マダ

イ幼魚の生育場である新宮沖海域を海洋牧場化するため

の調査を進めている。 その一 環として， 天然魚， 放流魚

を音響馴致し， あるいは保育礁に蛸渠させることによっ

てその周辺へ滞留させ ， 周辺の漁業による混獲を減じる

構想を立て， 平成6年度から海洋牧場新技術祁入事業を

開始した。

実 施 年 度

本年度は蔽終年度であるので3ケ年の調査結果を総括

して報告する。

方 法

本事業の調査の目的は大きく2つに分けられる。一つ

は音響馴致種苗（人工魚） の放流 効果を明らかにするこ

とであり もう 一つは天然魚に対する保育礁， 滞留礁お

よび音響給餌プイの集魚効果を明らかにすることである。

この目的に添って， 種々の調査を行った（表1)。さ ら

に， 音押給餌システムの改良も 行った。

1. 試験区の設定

上述の目的を達成するために． 以下に示す とおり試験

区を設けた。

調査海域は福岡市束区奈多沖であり， 既設の保育礁2

ケ所を選定し， 一 方の保育礁中央部に音響給餌プイを設

罷した（図1)。 保育礁構造物は6 mX 6 m. 高さ1.2 m

の台形， 中空であり， これが54X114mの範囲内に50基

設置してある。 保育礁に設置した給餌プイでは， 給餌l

分前から給餌終了時まで22 0Hzの単音を断続的に発信し

続けた。給餌ブイで の投餌回数は1 H 4回(8. 10, 14. 

16時）， 投餌祇は1 回当たり2 ~ 4 kgであり， 海底へ沈

降した残餌の批を考慮して調節した。なお ， 音響給餌に

はマダイ用のドライペレット を使用した。また， 比較対

象として2つの試験区の周辺の砂地の海域でも調査を行っ
f` 

‘一0

2. 音響馴致種苗の放流効果

放流時の全長別に効果を把握するため， 平均全長39.

56, 66, 94mmの種苗を腹鰭カットあるい はH型タグで

潟査項目と方法

1. 音響馴致種苗の放流効果
（］） 音響給餌時の放流魚の反応

①音響馴致魚の標識放流

②潜水観察
⑥ピデオ措影

(2) 放流魚の滞留割合
①礁間の砂地のライントラン七クト

潤査
麟育礁構造物への蛸集数計数
③食害魚の胃内容物調査

2. 天然魚に対する保育礁 ． 滞留礁及び
音響給餌プイの纂魚効果
II) 給餌プイ直下における反応

①潜水観察
②ピデオ揉影

12) 音響給餌プイと保存礁の効果
詞間の砂地のラインラン七クト

逍査
②保育礁構造物への蛸集数計数
ヽ③周辺の小型底びき網講査

(3) 広域あるいは長期の効果
①音響給餌プイ区 ． 保脊礁 ． 砂地 3

点への同時標識放流
②礁間の砂地のライントランセクト

魂査
③保行礁構造物への灼集数計数

(4) 滞留礁と音響給餌プイの効呆
①潜水観察（潜水業者）

3. 音響給餌システムの改良
(I) ホ ー ス給餌試験

①潜水観察
(2) ホ ース給餌システムの実用化

①潜水観察

4. 生物学的知見
(l) 成長に伴う魚礁性の変化

↓礁間の砂地のライントラン七クト
詞査

②保介礁構造物への蛸梨数計数
↓周辺の小型底びき調査
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海洋牧場新技術導入事業
(2) 餌料・食性調査

吉田 幹英·油田 弘之・大村 浩一 •吉岡 武志・内田 秀和

マダイ森源の回復を目的とした本事業の一 環として，

マダイ幼魚を音響馴致し， 保育礁の設骰された保護区域

に放流した後， マダイ幼魚の食性を餌料珠境や摂餌実態

等から解明し， 効率的な本事業の推進に打する。

方 法

平成8年9月に 1そうごち網によりマダイ幼魚を採捕

し， 約2週間安静な状態に囮き， 標識としてH型アンカー

タグを背鰭下部の頭邸寄りに装培し， 福吉漁港近くの網

生け野(5 X 5 X2.5m)に収容した。 音響馴致は， 周

波数300 Hzの断続音を配合餌祉の給餌時に放音して行っ

た。

放流は， 9月1 1Hに奈多沖（水深約17m)の（悧ゼニラ

イトプイ社製の音響給餌プイの設骰された海域周辺で行っ

た。

放流海域のマダイの食性を知るために8月8日に福岡

市漁協奈多支所のえびこぎ網により奈多沖でマダイを採

捕し， 全長， 体電， 胃内容物を測定した。 標識マダイの

採捕及び音押給餌プイ周辺に蛸集する魚類の採捕は， 10

月17日に調査船げんかいによる釣獲試験により行った。

釣獲試験は， サピキ仕掛けで， 釣針に沖アミを付け餌に

して行った。 釣り上げた魚類は， 全長を測定し， 胃をホ

ルマリンで固定した後胃内容物を分析した。
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図1 音響馴致及び音響給餌プイ設置位置．

結 果

8月8日， 奈多沖でえびこぎ網に採捕されたマダイの

全長． 体重を表1に， 胃内容物組成を図2に示す。 マダ

イは． 48個体が採捕され． 全長範囲は5 8- 100mm （平

均78. 5mm)， 体重3.7- 18.4g （平均9.0g)であった。 マ

ダイの胃内容物組成は． 節足動物（アミ類）の割合が最

も窃く52 .7 ％と過半数を占め． 次いで現形動物が20 .0%,

魚類が1.8％であり， 胃内容物が無い空胃の割合が16. 4

％であった。

表1 マダイの全長， 体重

種名 個体数 全長範囲(mm) 体重範囲(g)

マダイ 48 114~182 3.7~18.4 

(3
不

(1.8%) 
魚類/.....
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図2 胃内容物組成

標識マダイ放流後の10月17日に行った釣獲試験での漁

獲物組成を表2に， 漁獲物の胃内容物組成を表3に示す。

マダイは、 6 個体が漁獲され． そのうち 3 個体が標識

魚であった。 漁獲物の組成は． マダイ． カワハギ． チダ

ィ． ベラ． タカノハダイ． ショウサイフグであった。

胃内容物調査の結果は． 漁獲されたすべての魚種で節

足動物のアミ類が優占しており． その他はマアジ． タカ

ノハダイで節足動物． カワハギ． ベラ類で環形動物等で

あった。
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漁海況予報事業
(1) 沿岸定線調査

吉田 幹英・大村 浩一•吉岡 武志・内田 秀和 ・演田 弘之

本調査は． 対馬東水道における 海況の推移と特徴を把

握し． 今後の海況の予察並びに海況 予報の指標とするこ

とを目的としている。

方 法

観測は， 原則として毎月上旬に図1に示す 対馬東水道

の15定点で実施した。観測内容は， 一般気象， 透明度，

水色． 水深． 各層(0. 10, 20, 30, 50, 75, 100, bm) 

の水温塩分及び魚群探知機による魚群探索である。
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図1 観測点位樅

結 果

1) 水温の季節変化

対馬東水道の玄界島 ～ 厳原間(Stn. 1 ~ 5)における

各月の水温鉛直分布， 平年偏差分布を図2~3に示した。

平成8年冬季 1月の水温はやや低めであったが， 2 ~  

3月は平年並みで 推移 した。春季の4月はやや低め 傾向

となり． 5月は平年並み． 6月は平年よりやや高めとなっ

た。

4月の表思水温は12~14℃台で平年より0.1~0.8℃の

低めであった。5月の水温は16~17℃台で平年並みであっ

た。 4月以降 水温上昇期となり 6月には 水温躍形が形成

され始めるが． 本年 6月の水温は19~21℃台で平年より

0.3~2.0℃高めであった。

例年通り 6月から7月にかけての昇温が著しく． 7月

の水温は Stn. 1 ~ 4では22~24℃台で平年よりやや高め．

対馬寄りのStn. 5では21℃台で平年並みであった。

7月から8月にかけての昇温は著しく ， 8月の水温は

26~29℃台で平年より0.1~2.0℃と平年並み ～ やや高め

であった。 8月から9月にかけては緩やかに降温し． 9 

月の水温は24~27℃台で， 対馬寄りのStn. 5では0.7℃

の嵩めであったが， 他の調査点では0.1~1.8℃の低めで

あり， 平年よりやや低めであった。

秋季の10月は23~24℃台で沿岸域のStn. 1 ~ 4 は平年

並み． 対馬寄りのStn. 5ではやや高めであった。11月の

水温は19~21℃台で平年並みであった。

昭和62年～平成6年まで冬季に高水温傾向が続いたが，

今年度は12月には平年並みであったが． 1月～ 3月はや

や高めとなり高水温傾向がみ られた。12月は16~19℃台

で平年並み． 1月は14~17℃台で平年に比べ 0.8~1.6℃ 

高めであった。 2月は12~15℃台で平年に比べて0.6~

1.1℃高めであった。 3月は12~15℃台で平年に比べて

0.8~ 1.2℃裔めであった。

2) 塩分の季節変化

対馬東水道の玄界品～厳原問（Stn. 1 ~ 5)における

各月の塩分鉛直分布， 平年偏差分布を図4~5に示した。

春季の4月の塩分は34.1~34.7台で沿岸寄りのStn. 2 

で平年より0.5程低めである他は平年並みであった。 5

月の塩分は34.5~34.6台で平年並みであった。

6月になると中国大陸沿岸水の増勢に伴って対馬暖流

の表層域は低塩化するが， 今年度は低塩化は認められず．

6月～ 8月まで平年並みであった。 6月は34.3~34.4台

で平年並み ． 7月は33.3~33.9台で平年並み． 8月は沖

合域のStn. 4 ~ 5で31.8~32.l台と平年に比べて0.5程低

めであった他は， 平年並みであった。

9月～11月までは平年並みであった。 9月は33.0~

33.9台で平年並み， 10月は33.1~34.0台で平年並み ， 11

月は34.1~34.2台で平年並みであった。

12月以降の3月までの塩分は ， 平年並みとなった。

12月の塩分は34.2~34.4台で平年並み ， 1月の塩分は
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漁海況予報事業
(2) 浅海定線調査

池内 仁 •本田 清一郎·杉野 浩二郎

この調査は． 昭和47年度から国庫補助事業として行わ

れている。対象海域は北九州市地先の響灘とし． 海況お

よび水質調査を実施している。この調査により， 響灘の

海洋現境を把握し， 窟栄養化現象や赤潮予察等の漁場保

全に役立てるための基礎的な；紆科を得ることを目的とす

る。

方 法

調査は図 1に示す12定点で， 5,  8,  12, 3月に行っ

た。 1調査点の観測庖をOm, 5m, B-lm深の3層

に設定し， 沖合のStn. 6, 7 においては20m深の層を加

えた。いずれの調査も満潮時を挟んだ約3時間内に調査

を終えるように行った。
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図1 調査定点

調査項目として気象， 海象， 水温， 塩分， 透明度， 水

色， DO（溶存酸素）， COD（化学的酸素梢費絨）， 栄投

塩類(DIN（無機三態窒索）， DIP（無機態リン））， ク

ロロフィルa祉， プランクトン沈澱批を観測， 測定した。

結果および考察

Stn. 4（沿痒域：藍島西部海域）， Stn. 6 （沖合域：

白島東部海域） の水質の季節変化を図2に示した。 また，

表層(0 m)における水温塩分， DO, COD. DIN, 

DIPの水平分布をそれぞれ図3~8に示した。

水温： 5月には沿岸域， 沖合域ともに平均値よりも3

℃以上低かった。しかし8月には各調査点とも平均値よ

り0.5℃程度高めで推移した。12月になると再び 平年を

下回り， Stn.4で2.2 ℃, Stn. 6で1.9℃平均値よりも低

い値を示した。3月はStn.4, Stn. 6ともに 1 ℃程平均

値よりも高かった。

水温上昇期の5月には沿岸域で高め， 下降期の12月に

は沖合域で高めの傾向を示した。

塩分：年間を通じて沿岸域， 沖合域両海域ともに平均

値よりもやや高めで推移した。 年間を通じて沿岸域より

も沖合域の方が塩分濃度が高かった。

DO: 8月に両海域で 7.00mg/l以下の比較的低い値を

示した。12月には全ての海域でほぼ一 様な分布を示し t.‘

がその他の調査時には沖合域よりも沿岸域で高い傾向

が認められた。

COD: 5月， 8月は低め， 12月は高めで推移した。

3月はStn.4では高め． Stn. 6では低めで推移した。 例

年ではCOD値が最も低くなる秋季に最も高い値を示し

たことが今年の特徴である。

DIN: 5月， 8月はStn.4, Stn. 6ともに平均値より

も高めで推移した。特に ， Stn.4では5月に平均値より

約 2 µ g-at/l, 8月には約3µg-at/l高い値を示し

た。12月はStn.4では低め， Stn. 6ではやや邸めで推移

した。3月には両地点とも平均値よりも低い値を示し，

特にStn. 6では1.68,u g-at/ lという低い値を示した。

Stn. 6ではほぼ例年通りの季節変動を示したが， Stn.4 

では春夏季に高く， 秋． 冬季に低いという特異な傾向

を示した。

全体に沖合域よりも沿岸域で高い領向があるが8月，

12月には白島周辺水域で比較的高い値が観測された。

DIP: 8月を除き， 両地点でほぽ平年並みで推移した。

8月はStn.4で平均値の4倍． Stn. 6で平均値の5倍と

いう非常に森い値を示した。

透明度の水平分布を図9， プランクトン沈澱批の水 ‘F

分布を図10に示した。
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